




　a. 調査地の所在地 徳島県名西郡石井町字石井 2201-1
　b. 調 査 の 目 的 徳島大学生物資源産業学部豚舎新営に伴う試掘調査
　c. 調　査　面　積 5.6 ㎡













調査は、予定地の東寄りに試掘坑 1か所（南北 2.8 ｍ、東西 2.0 ｍ）を設定し、調査員 3名が担当




1 層： 黄灰色砂層。1 ～ 3 ㎜大の石、1 ～ 10 ㎝大の礫を多量含む。上面の標高は約 11.7 ｍ、厚さは
約 10 ㎝を測る。コンクリート舗装のための路盤と考えられる。
2 層： 青灰色粘質土層。グライ化。5㎜大の石を少量含む。上面に1～3㎝幅で鉄分の沈着が認められる。
上面の標高は約 11.6 ｍ、厚さは 10 ～ 20 ㎝を測る。近代の水田耕作土と考えられる。
3 層： 灰黄褐色土層。木片、木の枝を多量に含む。レンガ片 1 点が出土した。上面の標高は 11.3 ～
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11.5 ｍ、厚さは 40 ～ 60 ㎝を測る。近代の整地層と考えられる。
4 層： 褐灰色粘質土層。粘性が強く、木の根を多量に含む。上面の標高は約 11.0 ｍ、厚さは 20 ～ 40
㎝を測る。近代以前に形成された湿地環境を想定しうる。











































































































76 第 4 節　ま　と　め
第9図　土層断面図
第 10図　明治 29 年における調査地点周辺の土地利用状況
陸地測量部「正式 2万分 1地形図・石井」より引用・改変
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写真3　重機掘削風景
写真4　試掘坑東壁土層断面（西から）
